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本日の発表内容

１．モビリティ車両の市民参加型デザイン

２．横浜市金沢区における「とみおかーと」実証実
験のためのモビリティ車両の市民参加型デザイン

2020年度第一期
2020年度第二期
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モビリティ車両の市民参加型デザイン
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▶市民参加でモビリティ車両をデザイン
これまでの画一的な車両の大量生産ではなく、地域ごとに
それぞれの地域に適した多様な車両が地域市民の参加を通
してデザインされる将来を想定

モビリティ車両の市民参加型デザイン
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実践
ワークショップ
オープンラボ
SNS

モビリティ車両の市民参加型デザイン

理論
参加型デザインのモデ
ル

参加型デザインのツー
ル

モビリティ車両の市民
参加型デザイン
多様なステークホル
ダーが
まちづくりの一環とし
て
地域のモビリティを共
に作る

利用者ニーズと一致す
るデザイン

住民の主体性・ソー
シャルキャピタルの醸
成→社会的持続可能性
（地域で支えるモビリ
ティ）

市民と専門家の双方の
学び

特色あるまちづくり・
地域のブランディング

方法 目的 意義
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▶都市デザインにおいて市民参加が必須とみなされている
■プレイスメイキング、タクティカルアーバニズムetc.
■マスタープランに基づくトップダウンのデザインではなく、ボ

トムアップによる漸進的な都市や街路のデザイン

▶参加型の都市デザインの一部として、車両をデザイン

モビリティ車両の市民参加型デザイン

参照：Lucy Saunders, Healthy Streets in London
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参考：Local MotorsのOlli
https://localmotors.com/meet-olli/

参考：NAVYA
https://navya.tech/en

参考：シンクとゥギャザーのeCOM-8２
https://www.ttcom.jp/ecom-8/ecom-8-2/

参考：Easymile
http://www.easymile.com/

参照：関西電力 iino https://iinomob.jp/

モビリティ車両の市民参加型デザイン

世界中で小さいサイズの乗り合い車両が開発されているが参加型デザ
インによるものはあまりない
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横浜市金沢区における「とみおかーと」
実証実験のための

モビリティ車両の市民参加型デザイン
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▶横浜市金沢区で実証実験を行っている小量乗合輸送サー
ビス「とみおかーと」の車両を市民参加を通してデザイ
ンする

とみおかーと
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▶2020年度は既往のヤマハ製電動カート車両をベースとし
つつ、「エンクロージャー」とよばれるカバー部分を中
心にデザイン

デザイン対象車両
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市民参加ワークショップ
▶2020年9月 第一回ワーク
ショップ

■既存エンクロージャーへのカラーリン
グを中心としたデザイン

■2020年10月からの実証実験で利用

▶2021年11月 第二回ワーク
ショップ

■新しいエンクロージャーのデザイン
■2021年１月からの実証実験で利用

これまでの進捗
オープンラボの整備

▶車両の保管場所を「オープンラボ」として
整備

■ 架装作業、ワークショップ会場に利用
■ 運転手の休憩場所としても用いられる→運転手か

らのフィードバック、運転手を介した乗客からの
フィードバック

SNSによるプロセスの公開
▶参加する市民を集め、つなげる
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第一期：2020年10月からの
実証実験のためのデザイン



13

▶まちの景観に生えるデザインとするために、
車両の走る富岡の写真をSNSで募集

▶参加型デザインに関わる市民を集める

プレワークショップ
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▶ワークショップにおける話
し合いのたたき台とするた
めの案を事前に複数作成

▶SNSで事前にも共有

プレワークショップ



15

▶市民参加によるデザインのワーク
ショップをオンラインで開催（９月）

▶ZOOMとMIRO（オンラインホワイト
ボード）を使用

▶参加者：市民＋京急＋横国COI（学生、
研究員）

第１回ワークショップ（１）
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第１回ワークショップ（２）

ワークショップで出た意見
富岡の景観の魅力
・緑が多い
・坂が多いく見晴らしが良い
・海が見える
・物語がうまれそう
・富岡ということでイメージされるものが住民によって、住んで
いる場所によって異なる

カラーリングデザインの目的
・とみおかーとの存在の認知
・乗れるものだということの認知
・乗り方、路線（どこを走るのか）などの情報提供
・コミュニケーションを促す（運転手、利用者、京急、横浜国立
大学の間の）
・心的な乗りやすさ（開放性、わかりやすさ、安心感）
・景観をカラーリングに取り込むことで場所への愛着に訴える

デザインの観点
・取り扱い説明書 乗り方、路線図を示す
・カバーを下げた状態、上げた状態
・インテリア（エンクロージャー内部、フロア）やホイールのカ
ラーリング
・障害者が利用しやすいこと
・車両の左右で異なっていて良い
・時速２０キロという遅さが可能にするデザイン
・ロゴを入れる
・コロナ対策

デザインの目的
・「とみおかーと」を知ってもらうこと
・乗れるということ、乗り方、路線を知ってもらうこと
・乗ってみたくなること
・市民の参加を促すこと
・コミュニケーションを促すこと

地域の景観に合うカラーリングデザイン
を考える目論見だったが、そもそもなん
のためのデザインなのかといった議論に
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▶乗り方、路線などの情報提供
▶入ることをいざなう「のれん」

デザインの具体化
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▶オープンラボで架装を制
作（エンクロージャーの塗
装、のれんの制作）

▶コロナ対策の車内仕切り
の制作

オープンラボにおける制作
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完成・実証実験での利用
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第２期：2021年1月からの
実証実験のためのデザイン
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▶実証実験での利用を踏まえてエンクロージャーを一から
デザイン

▶オンラインと対面（@オープンラボ）同時開催（11月）
▶参加者：市民＋京急＋横国COI （学生、研究員）
▶表でトピックを時間軸と領域で分けて議論

第２回ワークショップ
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第２回ワークショップ

領域

車両

運営

時間
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第２回ワークショップ

ワークショップで出た意見
・乗り降りしやすくする→開け閉
めしやすくする
・たのしい感じで高齢者だけでな
く子供にも魅力的なものに
・停車時の利用→本棚、暖簾、屋
台的なもの
・防災・防犯→停車時に電気を使
える（お湯など）
・住民主体→修理しやすい簡単な
つくり
・コミュニケーションを促す→掲
示板
・沿線で支えるモビリティ→商店、
ケア施設で停車し利用、ルート上
にベンチ
・赤ルートであることが分かりや
すくる
・左右でデザインが異なってもよ
い

現行車両の課題
・エンクロージャー架装時に乗り降り
のためにファスナーの上げ下げで腰を
下げる必要があり、高齢者にとっては
乗り降りがしにくい
・暖房がなく通気性が良いため寒い

デザインのビジョン
・高齢者だけではなく子供にとって魅
力的
・沿線で支えるモビリティ
・停車時に屋台的に使える
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デザインの具体化

街とつながり移動する建築
としての乗り合い車両

• 住宅の建具を参照したデ
ザインで街とつながる

• 車両の左右で異なるデザ
インとする

• 乗り降りする左側をスラ
イドドア
→より開閉が容易に

• 乗り降りに使われない右
側をカーテン
→ 停車時に前面開放し屋
台的に使うことができる
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デザインの展開
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模型・モックアップによる検討
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設計の具体化・製作

製作支援：NSヴィークル
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実証実験での使用






29

▶実証実験をへた利用者からのフィードバックの獲得
▶市民も企業も、サービスの提供者と享受者という枠組み
に慣れている。立場を超えて「共につくる」ためには？

▶大量生産に比べて一品生産は、コストと性能の両立が難
しいことを改めて実感（スライドドアだけでも大変）

▶二つのアプローチ
■組み合わせ可能なモジュール化によってカスタマイズ性と性能

を両立
■性能の低さを魅力に変える（不完全であるが故に、人々の参加

する余地がある）
 弱いロボット（岡田美智男）
 不便益デザイン（川上浩司）

課題
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